



















































































































































































































































































我々の現実は真の un tout のごく限られた貧しい偶然的な部分、一側面

















最後の引用は、ハイデッガ 『ー存在と時間』Sein und Zeit の「状況」Situation
に関する記述が背景にあると考えられる（引用は 8 unveränderte Auflage. 
Niemeyer, 1957 に拠る）。 
 
Der Entschluß entzieht sich nicht der »Wirklichkeit«, sondern entdeckt erst 
das faktisch Mögliche, so zwar, daß er es dergestalt, wie es als eigenstes 
Seinkönnen im Man möglich ist, ergreift. Die existenziale Bestimmtheit des je 
möglichen entschlossenen Daseins umfaßt die konstitutiven Momente des 
bisher übergangenen existenzialen Phänomens, das wir Situation nennen. 







Weit entfernt von einem vorhandenen Gemisch der begegnenden Umstände 
und Zufälle, ist die Situation nur durch und in der Entschlossenheit.  
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Cette immanence n’est pas donnée, elle est à accomplir, elle est notre tâche, 
et une telle tâche ne consiste pas à humaniser ou à maîtriser par un acte patient 

























































Cette immanence n’est pas donnée, elle est à accomplir, elle est notre tâche, 
et une telle tâche ne consiste pas à humaniser ou à maîtriser par un acte patient 














la mort n’est pas la dénonciation de l’apparence illusoire dans laquelle nous 


































一九〇〇年にパリで作られた Von den Fontänen「噴水について」では、Ich muss 
mich nur erinnern an das Alles, was an Fontänen und an mir geschah,「私はただ噴
水と私に起こったことすべてを思い出さねばならないだけだ」として、 
 
Vielleicht sind wir oben,/in Himmel andrer Wesen eingewoben, /die zu uns 
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 Und wenn ich jetzt vom Buch die Augen hebe, /wird nichts befremdlich sein 
und alles groß. /Dort draußen ist, was ich hier drinnen lebe, /und hier und 
dort ist alles grenzenlos; /nur dass ich mich noch mehr damit verwebe, /wenn 
meine Blicke an die Dinge passen /und an die ernste Einfachheit der Massen, 





















































 Und wenn ich jetzt vom Buch die Augen hebe, /wird nichts befremdlich sein 
und alles groß. /Dort draußen ist, was ich hier drinnen lebe, /und hier und 
dort ist alles grenzenlos; /nur dass ich mich noch mehr damit verwebe, /wenn 
meine Blicke an die Dinge passen /und an die ernste Einfachheit der Massen, 
- /da wächst die Erde über sich hinaus.  
そして私が今目を書物から上げると、何も不審なものはなくすべては
偉大であるだろう。外部には私が内部で生きているものがあり、そし
てそこここですべては境界をなくしている。ただ私はさらに自分をそ
れらに織り合わせるのだ。私のまなざしが事物に、大衆の素朴さに適
合するとき、大地は己を超えて大きくなる。 
 
自己という存在が、自己の限定された生の構造から超え出て、自己の外部
の存在に織り込まれる／自己を織り合わせる、すなわち外部存在と一体化す
ることを表現しているのである。自己という、偶然的な生に左右され、死に
よって時間的な制約をこうむった存在は、こうして世界の全体性に参入する。
小さな自我から自己を開放し、世界の全体像と一つになったとき、これまで
ファン・スターデンが重んじてきた秩序などは日常生活の平穏を維持するた
めだけの、仮初の儚いものに過ぎないことになろう。人生上の不遇も、避け
られぬ死も、偶然のなかにある生の個別の事柄として乗り越えられる。 
 
６． 
ところで、この場面には破綻がある。この作品は語り手がファン・スター
デンの手記や周囲の人間の証言から再構成して語っているという設定である
にもかかわらず、ここではファン・スターデンは詩人と別れてから公園をあ
とにして歩きながら内的独白をつづけ、そのまま彼は交通事故で死んでしま
う。最後の述懐が手記として遺される可能性はないのである。 
その直前の場面で彼は既に「強いよろこびの感情」を感じており、「彼と世
界は一つ」と感じる段階に入っていた。最後の語りは、彼の精神的展開を言
語化し、定着・完成するために、語り手が創造／想像した物語と考えざるを
得ない。 
冒頭に「幾人かの証人と彼自身の書きのこした日記その他の書類」が彼の
人物像と生活を明らかにしたとあるように、この作品は辻の小説の一大特徴
といえる「証言者小説」のスタイルを採用している。ファン・スターデンの
行動の描写は彼の様子を間近く見た人間たちによる証言に基づいて語られて
いるといえようが、第三者の目には触れない場面での彼の思惟は、日記のよ
うな彼自身が書き残したものに拠っていると考えられる。そして「ある晩年」
は、作品の相当の部分をこの主人公自身が書き遺したのでなければ他者が語
りえない内容で占められている。ファン・スターデンは―おそらく事件の
後にそのような人間に変貌したと思われる―、書く人として現れるのであ
る。 
辻邦生は、近代作家の中でも「書く」という行為そのものの意味を問い続
けた稀有な作家である。フランス留学中の手記をまとめた『パリの手記』（河
出書房新社 一九七三・七～一九七四・四）に、辻は次のように記している。 
 
作品は「現実」なのである。しかも永遠に現在化された、開花した現
実である。「書く」ということは、この世をそのように果しなくつつんで
しまい、現在化し、目を開かせる（略）「私」が描くのではなく、「この
世」が目ざめるのである。 
（一九六〇・六・一六） 
 
「書く」という「形」は、本質によって支えられる。散文が思考によ
って支えられるように、書くという枠そのものは、本質の形のあらわれ
である。逆に本質を書くために書く。そこに書かれたものそのものが、
本質にほかならないのだ。 
（一九六〇・八・七） 
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これらの記述は、小説を書こうとする人間の立場からの発言であるが、書
くことは単に外界や内面を言語によって再現するミメーシスの機能を果たす
のではなく、現実を「開く」ことによってその本質を照らし出すものである
という理念を示している。有能な弁護士として名声を獲得し、落ち着いた生
活に充足していた主人公は、最晩年に遭遇した悲劇的な事件によってその様
相を一変させ、「平穏な、確信にみちた生活」を投げ出して「全く混乱した、
収拾のつかない生活」に転落する。しかし、死の直前には苦悩のなかにあり
ながらも「この世界を、灰色の空を、町々を、枯れた木立を、凍った運河を、
自分と一つ」と感じ、「ある強い輝くような感情」に包まれる。この原因は直
接的には事件後の様々な経験や出会いの積み重ねによっていようが、それを
手記に書き記し続けたということに、この内的展開の遠因を認めることもで
きるのではないか。 
そして書くことによる救抜を完成する役割を担ったものが語り手の「私」
であった。ファン・スターデンによる記述を逸脱し、彼が掴みかけた歓喜の
感情の本質を、語り手は自らの語る物語として綴り、ファン・スターデンの
不遇な晩年を意味づけたのである。 
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